
県大 SDGs シネマ

10月31日（木）
🕐 1回目 15:00▶16:20

2回目 18:15▶19:45

日時 :

場所 : 滋賀県立大学
湖風会館 談話室（A7棟内)

（内側の地図をご参照ください）

#11 - Oct. 2019

お問合せ先
TEL: 0749-28-9851

FAX: 0749-28-0220

地域共生センター（谷口）

参加費: 無料 《一般の方もご参加いただけます》

1日1ドルで生活



バス停

北駐車場

湖風会館(A7棟)

■ 上映場所のご案内

湖風会館(A7棟) (下図★）

■ 上映作品の紹介

『1日1ドルで生活』

グアテマラの貧困地域で2ヶ月間たった1日1ドルで生活

した若者たちの実践ドキュメンタリー

もしあなたが極度の貧困地域に生まれ育ったとしたら、あなたはどのよう

に闘うだろうか？映画『1日1ドルで生活』は、この問いへの答えを探すべく、

アメリカから4人の若者たちが中米グアテマラの田舎の貧困地域に赴き、実

際に1人1日1ドルで生活し、貧困から抜け出す方法を探る実践ドキュメンタ

リーだ。グアテマラの田舎に到着した4人は、56日間を所持金56ドルでどう

生き抜き、貧困状態から抜け出だせるのか、その方法を探っていく。予測不

能な世界に生きていることを想定し、毎日均等に1ドルが使えるのではなく、

くじ引きでその日使える金額が決まる仕掛けを作り、実践の日々が始まって

いく。彼らは、節約の他、現金を生み出すためのビジネスアイデアも実践す

る。しかし現実は厳しく、空腹や腹痛に苦しみながら、厳しい現実に直面す

ることになる。それでも、20歳の女性ローサや12歳の男の子チノの優しさと

強さに触れ、効果的な方法を粘り強く探していく。ザックやクリス達は、果

たして「世界は変えられる」と思わせるような結果を出せるのだろうか。

監督:クリス・テンプル、ザック・イングラシー、シーン・レオナルド

プロデューサー: クリス・テンプル、ザック・イングラシー、シーン・レオナルド、

ライアン・クリストファーソン

製作総指揮:デイビット・ドス、マイケル・ラング、ジェフ・クライン

出演: アンソニー・ソラリス、ローサ・ソラリス、ローサ・コーフ・ボセル 他

撮影：ライアン・クリストファーソン、シーン・レオナルド

編集：シーン・レオナルド

配給：ユナイテッドピープル

原題：Living on One Dollar 

2013 年/アメリカ/56 分

（ユナイテッドピープル 映画紹介資料より）

■ 県大 SDGs シネマ について

滋賀県立大学では持続可能な開発目標(SDGs)の達成に向けた活動を行って

います。SDGsに取り組もうとするときに、何から手をつけるべきでしょう

か？私たちは、まず現在の社会にある課題を知り、多様な視座からその課

題を捉えることが大切だと考えました。そこで様々な社会課題に触れ、周

りの人たちと感想や意見を共有する機会をつくるため、1-2カ月に一度、

県大キャンパス内で映画の上映会を開催することにしました。上映後には

参加者同士で映画の感想や意見交換をする時間も取りたいと思います。皆

さんがこの上映会で社会課題に対して新たな問題意識を発見し、次の一歩

を踏み出すきっかけになれば幸いです。

🚙 お車でお越しの方
北駐車場をご利用ください。

🚌 バスをご利用の方
《1回目》

(行き) 南彦根駅西口 14:20発 → 県立大学 14:35着
(帰り) 県立大学 16:45発 → 南彦根駅西口 16:58着

《2回目》
(行き) 南彦根駅西口 17:50発 → 県立大学 18:07着
(帰り) 県立大学 20:05発 → 南彦根駅西口 20:18着


